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研究成果の概要 

強酸性カルベンである、ホウ素 2置換カルベン(ジボリルカルベン)の発生と観測に成功した。炭素中心

に 2 つのホウ素原子とハロゲン(フッ素もしくは塩素)が結合したアニオンからハロゲン化物を引き抜

くことにより、ジボリルカルベン種を溶液中で発生させ、核磁気共鳴分光法、質量測定により観測した。

さらに系中で発生したジボリルカルベンをルイス塩基で捕捉することにより、ルイス酸性ジボリルカ

ルベン-ルイス塩基付加体として構造を確認した。ルイス塩基付加体の分光学的測定と、理論計算によ

りジボリルカルベンのルイス酸性を見積もることで、中性分子として最も強い部類のルイス酸性を有

していることを明らかとした。 

4電子供与配位子であるカルボンを分子内に 2つ有する環状ビスカルボジホスホラン配位子を合成し、

構造を決定した。さらに 3塩化ホウ素との反応により、3配位ホウ素ジカチオン種が生成することを確

認し、構造電子状態の解析を行った。得られた 3配位ホウ素ジカチオン種は配位子による立体的制限に

よって大きく歪んだ構造を持つ。この構造的歪みとカルボジホスホランの高い電子供与性により、中心

ホウ素は 2配位トリカチオン構造の寄与を持つことも明らかにした。 
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